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史
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り
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I 

は

じ

め

前
近
代
中
東
の
民
衆
に
よ
る
多
様
な
異
議
申
し
立
て
に
関
す
る
研
究
の
意
義
は
、
嘗
時
の
軍
事
的
支
配
瞳
制
や
統
治
構
造
、
或
い
は
政
治
文

化
の
動
態
的
把
握

へ
の
寄
輿
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
近
代
以
降
の
諸
革
命
の
持
つ
複
合
的
性
格
が
詳
論
さ
れ
、

そ
の
「
革
命
性」

が
再
吟
味
さ
れ

つ
つ
あ
る
現
肢
に
於
て
、
そ
れ
は
、
南
者
を
同
一
一
午
面
上
に
据
え
て
論
じ
る
た
め
の
基
礎
的
作
業
と
い
っ
た
意
味
合
い
を
も
帯
び
て
い
る
の
で

あ
る
。



オ
ス
マ
ン
朝
統
治
下
カ
イ
ロ
の
民
衆
運
動
に
つ
い
て
、
革
命
に
至
ら
ぬ
、
或
い
は
革
命
の
可
能
性
を
い
く
ら
か
秘
め
て

い
た
か
に
見
え
る
大
小
の
異
議
申
し
立
て
の
諸
事
例
を
さ
ら
に
具
睦
的
に
確
認
し
、
特
に
民
衆
の
行
動
形
態
に
焦
貼
を
較
り
、
そ
れ
ら
の
性
格

本
試
論
の
主
眼
は
、

を
再
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
時
代
の
民
衆
運
動
は
、

不
満
の
源
泉
、
闘
争
の
形
態
や
目
標
、
運
動
を
支
え
る
意
識
、
或
い
は
「
指
導

エ

リ
ー
ト
」
の
存
在
や
性
格
な
ど
に
於
て
、
前
代
の
マ
ム
ル

l
ク
朝
統
治
下
の
運
動
に
較
べ
著
し
い
多
様
性
を
示
し
て
お
り
、
運
動
の
基
盤
を
な

(

1

)

 

す
祉
曾
的
結
合
閥
係
に
閲
し
て
も
、
イ
ス
ラ

l
ム
紳
秘
主
義
教
圏
へ
の
蹄
麗
や
地
縁
的
な
紳
が
重
要
な
場
合
が
見
ら
れ
る
。
以
下
で
は
こ
れ
ら

の
う
ち
、
食
糧
や
生
活
必
需
品
の
債
格
騰
貴
、
或
い
は
通
貨
制
度
の
混
範
や
通
貨
換
算
率
の
費
動
に
直
面
し
た
都
市
民
衆
に
よ
る
経
済
的
な
不

満
の
表
明
を
中
軸
と
し
た
騒
動
に
考
察
封
象
を
限
定
し
、
論
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
こ
こ
で
は
憶
に
前
者
の
事
態
に
際
し
て
の
民

衆
運
動
を
食
糧
騒
動
、
後
者
の
そ
れ
を
逼
貨
騒
動
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

A
・
レ
モ

ン
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
運
動
の
事
例
は
、
史

(
2〉

料
に
は
通
貨
危
機
・
経
済
危
機
の
時
期
で
あ
る
一
七
世
紀
末

t
一
七
三

0
年
代
に
集
中
的
に
現
れ
て
い
る
。

ア
ラ
ビ
ア
語
年
代
記
で
あ
り
、

(
3〉

つ
の
年
代
記
で
あ
る
。
本
稿
で
は
マ
ム
ル

l
ク
朝
時
代
の
騒
動
と
の
比
較
分
析
を
可
能
な
限
り
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、

と
り
わ
け
嘗
一
該
の
主
題
に
関
し
て
最
も
重
要
な
同
時
代
史
料
で
あ
る

N
S
h
h
b、
同
ZR~HE
刊ぉ、

b
H
e市内
Q
~
H

の

-115ー

以
下
に
於
て
頻
繁
に
依
援
し
た
史
料
は
、

オ
ス
マ
ン
朝
エ

ジ
プ
ト
綿
督

(
E
Z
Z
Z
H〉
の
統
治
期
ご
と
に
分
け
て
時
系
列
的
に
記
述
さ
れ
た

オ
ス
マ
ン
朝
時
代
の
騒

動
の
特
質
を
抽
出
す
る
こ
と
を
試
み
、
史
料
記
述
の
性
質
に
起
因
す
る
不
備
を
少
し
で
も
補

っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

11 

食
糧
騒
動
と
通
貨
騒
動
の
諸
事
例

(
4
〉

以
下
に
提
示
す
る
一
六
七
七
年
か
ら

一
七
三
五
年
に
至
る
諸
騒
動
の
護
生
時
期
の
全
般
を
貫
き
、
逼
貨
制
度
上
の
問
題
が
繰
り
返
し
現
出

し
、
そ
れ
ら
は
都
市
民
衆
の
経
済
生
活
に
少
な
か
ら
ず
負
の
影
響
を
輿
え
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
し
ば
し
ば
食
糧
騒
動
と
通
貨
騒
動
宏
明
確
に

匿
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
こ
と
さ
え
あ
る
。

し
か
し
、
運
動
に
参
加
し
た
民
衆
の
不
満
の
中
心

が

何

慮

に

あ

っ

た

の

か

と

い

う

貼

に

注

目

す

れ

ば

、

一

六

七

七

年

、

一

七

二

四

年

、

一
七
二
五
年
、
一
七
二
八
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一
六
九
五
年
、

一
七
二
二
年
、
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年
の
運
動
を
食
糧
騒
動
、

一
七

O
三
年
、

一
七
一
五
年
、

一
七
=
二

年
、

一
七
三
三
年
、

一
七
三
五
年
の
運
動
を
通
貨
騒
動
と
分
類
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
ろ
う
。

一
七
世
紀
末
の
食
糧
騒
動

ア
プ
ド

・
ア
ッ
ラ
フ
マ

l
ン
・
パ

シ
ャ

メτ
ゲ
門
回
同
-
-
M
N印

7
5同
H
H

穀
物
債
格
が
高
騰
し

小
委

(
』
曲
目
芯
で
六
キ
ル
シ

ュ

E
5
3、
大
褒
(印
Z
Jる
で
五
キ
ル
シ
ュ

、

∞

山
田
}困
問

の
統
治
期
の
一
六
七
七
年
(
一

O
八
八
年
)
、

た。
N
N
h
~
v
h

止
に
よ
れ
ば
、

一
ア

ル
ダ
ッ
ブ
嘗
た
り
の
債
格
は
、

(

5

)

 

ソ
ラ
マ
メ

(E-)
で
四
キ
ル
シ
ュ
と
な

っ
た
。

こ
の
時
、

城
塞
下
の
ル
マ
イ
ラ
贋
場
の
ハ
サ

ン
・
モ
ス

ク

同同日
町
田
ヤ

ω己
押
印
ロ
恒
同
日
同
ロ
近
く

の
穀
物
取
引
所

(Eρ
ど
に
於
て
掠
奪
、
及
び
破
壊
行
動
が
護
生
し
た
。
残
念
な
が
ら
行
動
主
瞳
に
闘
す
る
記
述
は
存
在
し
な
い
が
、

彼
ら
は

さ
ら
に
ル
マ
イ
ラ
贋
場
に
都
接
す
る
カ
ラ

l
マ
イ
ダ

l
ン

ρ
民
間
自
由
王
宮
の
近
く
に
在

?
た
別
の
穀
物
取
引
所
も
襲
い
、
そ
こ
に
火
を
放
っ

(
6〉
た。

ア
リ

l
・
パ

シ

ャ

メ
ロ
切
削

g
g
の
統
治
期
に
見
ら
れ
た
食
糧
騒
動
の
護
生
地
貼
も
、
城
塞

・
ル
マ
イ
ラ
康
場

・
カ
ラ
l
マ
イ
ダ
l
ン
と
い

-116ー

っ
た
行
政
府
と
そ
の
周
遣
で
あ
っ
た
。

ナ
イ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
計
測
値
が
一

六
ズ
ィ
ラ
l
ウ

に
到
達
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ナ
イ
ル
増
水
祭

C
与
円
同
-
a
Z
M
}
)

が
催
さ
れ
た
。

吋
H
h何

HK，Q

の
記
事
に
よ
れ
ば
、

一
六
九
四
年
八
月
三

O
日

(
一一

O
六
年
一
月
九
日
)
、

の
「
満
水
」

そ
の

ナ
イ
ル
・
デ
ル
タ
の
ガ
ル
ビ
l
ヤ
の

Z
F
q同
と
ム
ヌ

1
フ
ィ
l
ヤ
冨
ロ
ロ
見
守
田
の
南
地
方
を

(
7〉

除
く
あ
ら
ゆ
る
エ
ジ
プ
ト
農
村
で
冠
水
が
完
了
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
ナ
イ
ル
の
増
水
不
足
は
、
投
機
的
な
動
き
か
ら
間
も
な
く
カ
イ
ロ

日
後
に
は
ナ
イ
ル
水
量
一
の
減
少
が
始
ま
り
、

の
穀
物
債
格
の
上
昇

へ
と
繋
が
っ
た
。
こ
の
債
格
饗
動
の
ひ
と
つ

の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
同
年
九
月
八
日

(
一月
一
一一
一
一
日
)
に
起
き
た
イ
ェ
ニ

チ
ェ
リ
軍
圏
の
賞
力
者
キ
ュ
チ
ュ
ッ
ク
・

ム
ハ

ン
マ
ド
関
口
』
ロ

r
Eロ
官
5
5包
の

暗
殺
事
件
で
あ
司
た
。

商
業
地
匝
で
あ
る
ブ

1
ラ
l
ク
に
於
て
小
褒
取
引
仲
介
業
者
た
ち
(
印
曲
目
立

E
と
ム
白

5
5
に
劉
し
、
一
ア
ル
ダ
ッ
ブ
嘗
た
り
六

O
ニ
ス
フ
以
上

(
8〉

で
の
買
却
を
巌
し
く
禁
じ
る
政
策
を
貫
施
し
て
い
た
。
債
格
統
制
政
策
の
推
進
者
で
あ

っ
た
キ

ュ
チ
ュ

ッ
ク

・
ム
ハ
ン
マ
ド
の
突
然
の
死
は
、

こ
れ
に
先
立
っ
て
、
彼
は
河
岸
の



穀
物
債
格
の
急
騰
を
導
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
小
褒
一
ア
ル
ダ

γ
プ
嘗
た
り
の
債
格
が
プ
l
ラ
l
ク
の
相
場
で
四
キ
ル

シ
ュ
に
、

(
9〉

シ
ュ
、
大
褒
や
ソ
ラ
マ
メ
が
四
キ
ル
シ
ュ
へ
と
跳
ね
上
が
っ
た
。
斯
か
る
市
況
の
縫
績
す
る
中
で
、

一
月
一
五
日
〉
、
行
政
府
の
在
っ
た
城
塞
を
中
心
と
す
る
場
に
於
て
、
都
市
の
貧
窮
者
た
ち
を
主
瞳
と
す
る
抗
議
行
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な

ル
マ
イ
ラ
の
穀
物
取
引
所
で
は
小
委
が
六
キ
ル

一
六
九
五
年
八
月
二
六
日
(
一
一

O
七
年

っ
た
。

同

1
H
A
v
h
b

の
著
者
で
あ
る
マ
ッ
ラ
ワ

1
ニ
l
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

カ
イ
ロ
の
あ
ら
ゆ
る
乞
食
と
貧
民
の
男
や
女
や
子
供
。
曲
ヨ
ペ
包
a

各
阻
害
包
V
E
S
-
-
P
A白
品
切
回

--Err-'呂
苛

一日
ロ

HFE
司回目

HM-as-

宮

S
削
ロ
)
が
集
ま
り
、
城
塞
(
宮

E
〉
に
上
っ
て
行
っ
た
。

彼
ら
は
総
督
府
の
中
庭

9
2
2
V
己目ロ

Z
E〉
で
抗
議
し
、
全
員
で
「
我
ら
が

主
人
ワ
ズ
ィ

l
ル
よ
/
我
々
は
物
債
高
の
激
し
さ
か
ら
飢
え
て
い
る
の
だ
/
」

と
叫
ん
だ
。
パ
け
れ
ど
も
、
誰
も
返
答
し
な

か
っ
た
の

貧
民
た
ち
は
石
を
手
に
す
る
と
綿
督
府
内
に
い
た
者
に
劃
し
て
投
石
を
行
な

っ
た
。
そ
こ
で
、
縛
督
(
司
削
-
C
は
貧
民
た
ち
を
殴
打

で、す
る
と
追
い
出
し
て
し
ま

っ
た
。

こ
の
た
め
、
彼
ら
は
ル
マ
イ
ラ
慶
場
へ
下
り
、

そ
こ
に
あ
っ
た
す
べ
て
の
倉
庫

9
2
&
ε
か
ら
小

-117ー

姿
、
大
姿
、

ま
た
、
彼
ら
は
小
委
の
卸
買
商
業
施
設

(3
E
E
同

Z
曲目

5
と
大
褒
や
ソ
ラ
マ
メ

で
満
ち

(m〉

溢
れ
た
綿
督
補
佐
の
倉
庫
宇
脚
色
官
同

r
E
E
曲目配白血

E
〉
か
ら
掠
奪
を
行
な
っ
た
。

ソ
ラ
マ
メ
な
ど
を
掠
奪
し
た
。

さ
ら
に
叫
コ
£
v¥む
の
記
事
は
、
こ
の
掠
奪
を
機
に
あ
ら
ゆ
る
食
糧
債
格
が
一
段
と
上
昇
し
、

い
に
一
ア
ル
ダ
ッ
プ
嘗
た
り
小
褒
が
六

O
O
ニ
ス
フ
、
大
京
女
が
三
六

O
ニ
ス
フ
、
ソ
ラ
マ
メ
が
四
五

O
ニ
ス
フ
、
そ
し
て
米

(R
E
N〉
が
八

O

O
ニ
ス
フ
と
い
っ
た
異
常
な
高
値
を
記
録
し
、
レ
ン
ズ
マ
メ
(
ぜ
品
目
〉
が
購
入
不
能
と
な
っ
た
こ
と
を
俸
え
て
い
る
。
カ
イ
ロ
の
道
や
ス

l
ク
に

一
六
九
六
年
二
月
ヘ

一一

O
七
年
七
月
)
に
は
つ

は
上
エ
ジ
プ
ト
の
バ
フ
ナ
サ

l

回
国
『
ロ
訟
仰
や
フ
ァ
イ
ユ

l
ム
問
昌
吉
一巳
を
は
じ
め
と
し
た
地
方
か
ら
の
流
入
者
が
溢
れ
、

(

江

)

た
贋
域
で
多
数
の
餓
死
者
が
護
生
す
る
危
機
的
朕
況
と
な
っ
た
。
マ
ッ
ラ
ワ

l
ニ
l
は、

こ
う
し
た
危
機
を

「
フ
ァ

1
テ
ィ
マ
朝
時
代

(g
g
g

(
ロ
〉

と
表
現
し
て
い
る
。

農
村
部
を
含
め

白-・

3
君
主
ヨ
〉
以
外
に
は
同
様
の
も
の
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
物
債
高
と
死
」

319 

を
食
し
、

飢
え
の
巌
し
さ
か
ら
人
々
は
ス
イ
カ
の
種

さ
ら
に
は
食
人
肉
も
贋
ま
っ
た
。
地
方
に
於
て
も
、
例
え
ば

フ
ア
イ
ユ

l
ム
の
町
日
包
吉
田
同
色
匂

azsで
子
供
が
捨
て
ら
れ
、
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或
い
は
買
ら
れ
る
と
い

っ
た
事
態
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、

カ
イ
ロ
で
は
貧
民
公

c
g門町
〉
が

「
ス
1
ク
か
ら
、

バ
ン
製
造
業
者

(
r
E
Fぎ
る

の
頭
上
か
ら
、

そ
し
て
パ
ン
焼
き
寵
(
え
同
削
る
か
ら
」

(
日

〉

(正副ロ
〉
を
焼
く
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

ハ
ン
を
掠
奪
し
た
た
め
、

護
衛
者
を
二
名
雇
わ
な
け
れ
ば

ハ
ン
焼
き
竃
で
練
り
粉

ア
リ
l

・
パ
シ

ャ
の
後
を
縫
い
で
エ

ジ
プ
ト
総
督
と
な
司
た
イ
ス
マ

l
イ
l
ル・

パ
シ
ャ

ゲ
BM5-

∞e
E
は、

一
六
九
五
年

一
O
月
七
日

(
二
O
七
年
二
月
二
七
日
〉
に
着
任
す
る
と
間
も
な
く
、

カ
イ

ロ
の
通
り
や
ス
l
ク
(印
E
宅
問吋
円
宮
号

3
・白
2
2・E
〉
に
於
て
布
告
を
出
し
、

貧
民

Q
Z
R
3
や
乞
食

分
Z
Z同仲間ロ
〉
に
カ
ラ
i
マ
イ
ダ
l
ン
に
来
る
よ
う
命
じ
た。

翌
日、

膨
大
な
数
の
貧
民
と

乞
食
が

集
ま
る
と
、
姻
仙

督
は
エ
ジ
プ
ト
の
ベ
イ
た
ち
々
自
主
巴

や
カ
イ
ロ
の
徴
税
請
負
人
た
ち

(S
E
r
e
-
g
g
rナ
宣
明
〉
に
劃
す
る
彼
ら
の
割
り
嘗
て

(件担当
ぷぺ
)
を

質
施
し
た
。
こ
の
割
り
嘗
て
は
、
受
入
者
の
地
位

(g
Z帥岡田
)
と
力

(A
E円
る
に
腹
じ
て
行
な
わ
れ
、

総
督
も
自
身
と

「自
己
の
政
権
の
有
力

者
た
ち
(
由
民
同
削
白
骨
三
田
手
口
日
)
」
に
千
人
の
乞
食
を
割
り
嘗
て
、

物
債
高
が
鎮
静
化
す
る
ま
で
朝
夕
に
パ
ン
や
料
理
を
充
分
に
分
輿
し
た
。

ま

。。

た
、
績
い
て
疫
病

(S
E
w
-2
5〉
が
護
生
し
、

(
U
)
 

葬
事
業
を
も
組
織
し
た
。

死
亡
者
数
が
増
大
す
る
と
、
組
督
は
貧
民
た
ち
ゃ
外
来
者
た
ち

Q
7
5与
仰
心
の
大
規
模
な
埋

一
七

O
三
年
、

一
七
一
五
年
、

一
七
三
三
年
の
通
貨
騒
動

カ
ラ

・ム

ハ
ン
マ
ド

・
パ
シ
ャ

ρ印
E
r
冨
ロ
官
5
5包
切
ぽ

E
の
統
治
期
の
一
七

O
三
年
二
月
二

O
日
へ
一
一

一
四
年
一

O
月一一
一日
)
に
は
、

通
貨
換
算
率
に
不
満
を
持
つ
人
々
の
運
動
が
見
ら
れ
た
。
こ
こ
で
の
主
要
な
問
題
黙
は
、

(

お

)

た
。
吋
H
A
V
¥ね
に
よ
れ
ば
、

マ
カ
l
ス
ィ
l
ス
と
呼
ば
れ
る
銀
貨
の
流
布
で
あ
っ

「
制
ら
れ
た
、
贋
の
銀
貨
(
由
工
ぷ
合
同
「

gzち
ゅ
白
毛
色
a
N

帥1
p〉」

(
叩
山
〉

(
仏

Z
E
C
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

h
ghpHV
に
は
、

贋
ま
司
た
銀
貨
が

「
銅
の
、
制
ら
れ
た
銀
貨
(
白
己
主
仏
恒
三

-E
E目
当
曲
目

1Z芹
〉」
、
公
定

(
口

)

銀
貨
が
「
刻
印
の
あ
る
銀
貨
(
と
'
ロ
五
色
白
ヨ
白
5
5
5〉
」
と
そ
れ
ぞ
れ
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
公
定
銀
貨
の
不
足
と
低
品
位

・
低
重
量
銀

が
贋
く
流
通
す
る
よ
う
に
な
り
、

公
定
銀
貨

貨
の
普
及
に
よ
り
、

一
カ

ル
ブ

(
E
F
〉
が
四
五
か
ら
六

O
J
七

O
フ
ィ
ッ
ダ
に、

一
リ
ヤ
l
ル
(
H

J

帥]〉
が
五
五
か
ら
八

O
フ
ィ
ッ
ダ

へ
と
嬰



(
印
同
)

化
し
た
。

つ
ま
り
、
域
内
商
業
の
主
要
通
貨
で
あ
り
、
総
督
府
で
鋳
造
さ
れ
る
ニ

ス
フ
銀
貨
の
債
値
の
念
な
低
下
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

斯

か
る
市
場
動
向
の
中
で
、

自
分
た
ち
の
置
か
れ
た

集
結
し
た
「
ス
l
ク
の
人
々
公
匡
弘
・
曲
目
唱
E
〉」
は
ア
ズ
ハ
ル

・
モ
ス

ク
に
入

っ
て
行
き
、

賦
況
に
闘
し
事
者
た
ち
(
正
曲
目

3
に
劃
し
て
不
卒
不
満
を
訴
え
た
。

そ
し
て
、
組
督
の
居
所
へ
行
く
こ
と
を
強
く
求
め
ら
れ
た
事
者
た
ち
は、

シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
ア
ズ
ハ
ル
の
ナ
シ
ャ
ル
テ
ィ

l
z
z宮
5
5包
巳
・

Z
S
E
E
を
先
頭
に
綿
督
府
へ
行
き
、
抗
議
者
た
ち
の
要
求
内
容
を
俸

(

四

〉

「
ス
l
ク
の
人
々
L

も
同
行
し
た
こ
と
を
史
料
は
停
え
て
い
る。

達
し
た
。
こ
の
時
、

撃
者
た
ち
か
ら
市
民
の
要
求
内
容
を
告
げ
ら
れ
た
穂
督
は
、

舎
議

官

Z
Z
Z
E)
を
聞
き、

ベ
イ
た
ち
ゃ
一帝
圏
諸
軍
国
の
ア
l
ガ
ー
た
ち

(削

mrz一
段
と

-zzrg
と
協
議
し
た
。

そ
の
結
果
、
新
た
な
銀
貨
の
鋳
造
が
決
定
さ
れ
、

マ
カ
l
ス
ィ
l
ス
銀
貨
の
使
用
禁
止
令
が
市
内
に

公
布
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
商
品
に
閲
し
て
も
各
品
目
に
つ
い
て
公
定
債
格
が
護
表
さ
れ
、
イ

ェ
ニ
チ
ェ

リ
軍
圏
の
ア

l
ガ
ー
で
あ

っ
た
ア
リ
1

・
ァ
!
ガ
ー
メ
ロ
〉

mg
が
今
タ
ス
ィ
プ

(Bcfgg
や
警
察
長
官
(
包
f
r
と
・
各
日
明
白
)
や
裁
剣
長
補
佐
官
帥
」
ゲ
巳
・
色
合
)
ら
と
共
に

ハ
加
〉

カ
イ
ロ
市
内
を
騎
行
し
、
布
告
に
従
わ
な
い
取
引
を
し
て
い
る
者
を
見
付
け
衣
第
巌
罰
に
虚
し
た
。

一
七

O
三
年
の
騒
動
と
似
通
っ
た
性
格
を
持
つ
運
動
は
、
ヒ
ジ
ュ

ラ
暦
一
一
四
五
年
の
メ
ッ

カ
巡
種
圏
の
出
費
後
、
つ
ま
り
一
七
三
三
年
五

(
幻
〉

月
に
銀
貨
の
債
値
が
低
下
し
、
一
フ
ン
ド

ゥ
ク
リ
ー
が
二
四

O
ニ
ス

フ
と
な
?た
際
に
も
見
ら
れ
た
。

こ
の
時
、

「都
市
住
民
公
E
と

'z-包〉」

は
事
者
た
ち
(
正
回
目

3
へ
不
満
を
訴
え
、
「
臣
民
(
同
白
石
田
)」
が
抗
議
行
動
を
起
こ
し
た

o
b
g
A
r恒
に
は
、

自
分
た
ち
の
置
か
れ
た
献
態
に
つ
い
て
抗
議
行
動
を
起
こ
し
、
事
者
た
ち
に
不
満
を
表
明
し
た
者
た
ち
、

(
『
向
日
ヨ
ロ
〉
と
飾
り
紐
業
者
た
ち
(
〆
S
包
凶
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
彼
ら
は
、

-119ー

彼
ら
は
絹
織
物
業
者
た
ち

綿
督

(gN同円
〉
に
劃
す
る
請
願
書
(ぜ
仏
)
を
起
草

し

シ
ャ
イ

フ
・
〔
イ
〕
プ
ラ
I
ヒ
l
ム
・
ア
ル
パ
ス
ュ
l
=
l
〔
同
〕

rH同
Z
B
白

-s回mw印
可
口
口
問
、

及
び
シ
ャ
イ
フ
・
シ
ュ
プ
ラ
l
ウ
ィ

1

メ
ゲ
円
山
〉
己
創
-r
回目
'ω
『ロゲ
H

削
耳
目
の
幾
人
か
の
事
生
た
ち
と
共
に
そ
れ
を
、
4

怒
っ
た
。
シ
ャ
イ
フ
・
イ
プ
ラ
l
ヒ
l
ム
は
ワ
ズ
ィ

1
ル
の
所
へ

行
く
前
に
、

ム
ハ
ン
マ
ド
・
ベ
イ
・
カ
タ
l
ミ
シ
ュ

宮
口
す
g
g包
∞
a
w
C由
同
削

B
U
F

の
所
へ
向
か
司
た
。

彼
が
ア
ズ
ハ
ル
監
督
官

321 

2
2
F円
宇
古
田
H
J

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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(

泣

〉

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

請
願
書
を
通
誼
し
た
カ
タ
l
ミ
シ
ュ
は
、
自
分
の
側
近

(
r
a
r
rq
る
を
附
け
て
彼
ら
を
総
督
の
所
へ
と
、
迭
り
届
け
た
。

集
固
に
封
し
、

組
督
は
こ
の
抗
議

翌
日
に
リ
ド
ワ

l
ン
・
ベ
イ

H
N
-
仏
d

〈mwロ
回
同
司
、}
内
乱
{
)
白
『
丹
阻
止
伽
円

の
館
に
集
ま
る
よ
う
命
じ
た
。
翌
朝
に
な
る
と
、

ア
ズ
ハ

ル
・
モ
ス
ク
が
「
臣
民

(Hb百
〉
」
で
埋
め
牽
く
さ
れ
、

市
内
は
騒
蹴
扶
態
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
事
態
に
恐
れ
を
な
し
た

ベ
イ
た
ち
の
命
令

を
受
け
、

ア
1
ピ
デ
ィ

l

・
バ
シ
ャ

イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
の
ア
l
ガ
l
は
マ
カ
l
ス
ィ
l
ス
銀
貨
の
鹿
止
な
ど
通
貨
の
安
定
を
目
的
と
し
た
布
告
を
市
内
に
公
表
し
た
。
こ

の

(

お

)

「
臣
民
は
自
分
た
ち
の
街
巨
(ヨ
与
と
百
)
へ

と
戻
っ
て
行
っ
た
」
と
い
う。

メ
乞
門
日
目
切
削
凹}回同

ρ印
E
C
a
A間
Nω
ミ
}
内
包
匂
仰
心
同
門
刊

の
統
治
期
に
生
起
し
た
通
貨
騒
動
は
、
上
記
二
つ
の
運

一
七

一
五
年

一
二
月
二
八
日
(
一
一
一
一
八
年
一
月
二
日

)

、

公

〈

宮

宮

苛

・

カ
イ
ロ
の
政
治
的
有
力
者
た
ち

布
告
に
よ
り
、

動
と
幾
分
形
態
を
異
に
し
て
い
た
。

sfmwr
同一

-
g
g
d〈同一・
]
M

白]}〉は、

マ
カ

l
ス
ィ

l
ス
銀
貨
問
題
や
金
貨
債
値
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
合
意
に
達
し
、

全
員
揃
っ
て
総
督
に
自
分
た

-120ー

ち
の
合
意
黙
を
上
申
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
糟
督
は
命
令
書

公
民
g
E
)
を
彼
ら
に
興
え
た
。
命
令
書
は
、
金
銀
換
算
率
の
新
た
な
設
定
、
マ

カ

ー
ス
ィ

l
ス
銀
貨
の
使
用
禁
止
、

そ
し
て
銀
貨
や
銅
貨
の
新
錯
を
そ
の
内
容
と
し
て
い
た
が
、
午
後
の
瞳
奔

(
d
c
の
後
に
カ
イ
ロ
市
内
で
そ

れ
が
布
告
さ
れ
る
と
晩
に
は
市
民
の
経
済
活
動
が
行
き
詰
ま
る
結
果
と
な
っ
た
。

(

但

)

は
飢
え
て
過
ご
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
翌
朝
の
蓮
動
に
つ
い
て

ア
フ
マ
ド

・
シ
ャ

ラ
ビ

l
は、

「
そ
の
夜
、
貧
民

(間
口
宮
門
町
)

同-
H
F
T
¥む
に
は
、

火
曜
日
の
朝
、
民
衆
が
蜂
起
し
公
削
ヨ
三
平
衡
帥
ヨ
目
白
)
、

ア
ズ
ハ
ル
の
諸
門
(
釦
『
耳
与
と
・
〉

N
E
C
と
諸
庖
舗

(e
z
z与
を
閉
め
た
。
彼
ら

は
集
結
す
る
と
糟
督
府
〈
と
向
か
?
た
。

(

お

)

と
あ
る
。

こ
の
時
の
民
衆
の
行
動
に
つ
い
て
、
凡
同

g九
h
H
?

に
は
さ
ら
に
詳
し
い
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
民
衆
は
、
市
内
の
中
心
部
に
あ
る
カ

フ
キ
l
イ
l
ン
関
同
庁

Fir-ロ
ハ
カ
ア
キ
l
イ
l
ン
穴
白
白
宮
ヨ
ロ
)
通
り
で
ラ
パ
に
騎
乗
し
て
い
た
ア
ズ
ハ
ル
の
シ
ャ
イ
フ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
シ
ナ
ン

宮
与
一回
目
自
包

ω
E
Eロ
を
取
り
囲
ん
で
投
致
し
、

そ
の
ま
ま
総
督
府
へ
と
向
か
っ
た
と
い
う
。
彼
ら
は
総
督
に
封
し
、
布
告
は
喜
ん
で
受



諸
債
格
を
新
た
に
公
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
訴
え
た
。

マ
カ
l
ス
ィ

l
ス
銀
貨
で
表
示
さ
れ
て
い
た
市
場
債
格
が
デ
ィ

l
ワ
l
ニ
l

(
公
定
〉
銀
貨
表
示
と
な
?
た
た
め
、

ベ
イ
た
ち

(
制
限
ロ
長
巴
に
債
格
設
定
に
闘
す
る

こ
れ
を
受
け
て
糟
督
は
、

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、

検
討
を
依
頼
し
た
。
ベ
イ
た
ち
は
財
務
長
官

官
民
S
丘
帥
円
)
の
ア
プ
l
・
シ
ャ
ナ
プ
早
品
E
B
ω
a
w
〉
百

ωEEσ
邸
で
債
格
設
定
の
作
業

を
行
な
司
た
後
、
答
申
書
公
身

5
る
を
締
督
に
提
出
し
た
。
組
督
は
こ
れ
を
受
理
す
る
と、

命
令
書
公
民
自
同
ロ
)
を
護
布
し
、
そ
の
後
公
定
債
格

(

M

m
〉

が
市
内
に
護
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
劃
し
て
叫
JHAH¥む
に
は
、
民
衆
の
要
求
内
容
が
少
し
遼
ア
た
形
で
停
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
民

衆
は
銅
貨
の
慶
止
が
貧
民

Q
Z
R
3
に
害
を
輿
え
る
こ
と
か
ら、

嘗
時
流
通
し
て
い
た
銅
貨
公
己
宮
田
ど
包
包
)
で

の
取
引
の
離
績
を
求
め
て

い
た
。
そ
し
て
、
総
督
が
こ
の
要
求
を
受
け
入
れ
、
以
前
ど
お
り
の
取
引
を
認
め
る
布
告
を
出
し
た
た
め、

(

幻

)

た
と
い
う
。

ス
l
グ
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

一
七
二
二
J
一
七
二
五
年
の
食
糧
騒
動

-121ー

ム
ハ
ソ
マ
ド
・
パ
シ
ャ
宮
口
官
同
国
自
主
回

er仰
と
'
Z
2
Eロ』
M

の
統
治
期
の
一
七
一一

一一
年
八
月
二

O
日

(
二
三
四
年
二
月
八
日)、

「
臣
民

(
S
J
苫
)
」
が
マ
カ

1
ス
ィ
l
ス
銀
貨

〈由
工
ぷ
合
同
】
・
自
由
』
阻
ま
〉
に
閲
す
る
抗
議
行
動
を
起
こ
し
た
。
総
督
府
は
マ
カ

I
ス
ィ
l
ス
銀
貨
を
慶
止

す
る
政
策
の
賓
施
で
劃
臆
し
た
が
、
ナ
イ
ル
の
不
安
定
な
水
位
の
朕
態
を
原
因
と
し
て
穀
物
債
格
が
急
騰
し
た
。

小
褒
一
ア
ル
ダ
ッ
プ
の
債
格

が
一
八

O
ニ
ス
フ
に
達
し
た
時
、
「
臣
民
」
は
蜂
起
し
、
総
督
府
へ
向
か
う
途
上
の
ベ
イ
た
ち

(包
ロ
長
巴

を
殴
打
し
た
。
こ

の
嘗
時
最
も
有

力
な
ベ
イ
で
あ
っ
た
イ
ス
マ

l
イ
l
ル
・

ベ
イ

ゲ
B
仰向ユ∞
a
r
σ
-
H当
Z
は
、
膝
に
投
石
を
受
け
、
逃
走
し
た
。

「
さ
も
な
け
れ
ば
(も
し
逃

げ
な
け
れ
ば
〉
、
彼
は
死
ん
で
い
た
だ
ろ
う
」
と

b
s
t
Q骨
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
「
臣
民
」

は
さ
ら
に
締
督
府
へ
と
上
っ
て
行
き
、
自
分
た
ち

の
窮
肢
に
つ
い
て
総
督
に
不
痛
を
訴
え
た。

こ
の
要
求
を
受
け
て
ブ
1
ラ

l
グ
地
匿
で
公
定
債
格
が
護
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
「
カ
イ
ロ

の

す
べ
て
の
穀
物
取
引
所
心
同
ヨ
ペ
牛
E
』
久
世
己
主
邑

1g-包〉」
で
掠
奪
が
見
ら
れ
た
。
b
He市内
hH~v
に
は
や
は
り

「
そ
の
夜
、
人
々

(Z
C
は
飢
え

(

お

〉

て
過
ご
し
た
」
と
あ
る
。

323 
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一
七
二
四
年
一
一
月
二

O
日

(
一一一
一
一
七
年
三
月
三
日
)
に
も

「
臣
民
」
は
蜂
起
し
、

カ
イ
ロ

の
ス
l
ク
公

2
2
丘
・0
与

5
)
か
ら
掠
奪
を
働

い
た
後
、

ア
ズ
ハ
ル

・
モ
ス
ク
巳
・討
BFa
同
]・
〉
住
民
を
襲
撃
し
、
震
砲
し
た
。

」
れ
に
績
い
て

「
臣
民
」

tま

ル
マ
イ
ラ
贋
場
及
び
最
有

力
ベ
イ
の
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ベ
イ
・
チ
ェ
ル

ケ
ス

宮
ロ
グ
曲
目
自
主

「
革
命
的
朕
況
」
が

一
瞬
で
は
あ
る
が
現
出
し
た
。
結
局
敗
走
し
た
「
臣
民
」
側
は
墓
廟
地
匿
の
カ
ラ
l
フ
ァ
に

回
同
可
}
内

ト『
曲

同目
}
内
田
印

の
館
へ
行
き
、

ア
ザ
ブ
軍
及
び
チ

ェ
ル
ケ

ス
の
一
族
郎
議

(
V
B削
供
与
と
戦
闘
に
及
び
、

避
難
し
、

そ
こ
で
ア
ッ
ラ
l
に
宥
し
を
求
め
、
チ
ェ
ル
ケ
ス
と
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
謝
す
る
紳
罰
を
祈
っ
て
過
ご
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
呼
麿
す

る
形
で
、
市
内
の
様
々
な
モ
ス
ク
の
尖
塔
に
於
て
、
蜂
起
し
た
臣
民
に
劃
す
る
ア

ッ
ラ
l
の
宥
し
と
チ
ェ

ル
ケ
ス
へ
の
神
罰
を
求
め
る
祈
願
行

震
が
市
民
の
聞
に
康
が
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
直
面
し
た
チ
ェ
ル
ケ
ス
は
、
裁
判
長
に
祈
願
の
禁
止
を
命
じ
る
よ
う
に
求
め
、

(
m
m
)
 

の
出
動
を
要
請
し
た
。
そ
の
後
、
チ
ェ
ル
ケ
ス
は
舎
議
を
組
織
し
、
そ
こ
で
決
議
さ
れ
た
減
税
策
を
総
督
に
上
申
し
た
。

一
七
二
五
年

一
月

一
七
日
(
一
一
一
二
七
年
五
月
一
日
)
、

一帝
圏
諸
軍
国

そ
の
後
、

リ
〉
門
に
物
債
高
騰
に
つ
い
て
の
不
満
が
記
さ
れ
た
総
督
に
劃
す
る
請
願
書
?
ヰ
宮

σ
が
届
け
ら
れ
た
。

イ
ェニ

チ
ェ
リ
軍
の
本
援
地
で
あ
る
ム
ス
タ
フ
フ

ィ
ザ
l
ン
(
イ
ェ

ニチ

ェ

こ
れ
を
受
け
て
イ
ェ
ニ

チ
ェ

リ
の

-122ー

ア
ー
ガ
ー
は

公
定
債
格
と
銀
貨
の
使
用
に
関
す
る
内
容
の
布
告
を
出
し
た。

し
か
し

」
の
布
告
の
護
表
後
に
経
済
賦
態
は
さ
ら
に
悪
化

し
、
一
商
品
不
足
が
深
刻
と
な
司
た
。
そ
の
後
、
再
び
市
民
(
ロ
倒
的
)
に
よ
る
ム
ス
タ
フ

フ
ィ
ザ
l
ン
門
へ
の
窮
状
の
訴
え
を
受
け
、

(

初

)

リ
軍
囲
で
は
パ
l
キ
l
ル
・
ア
l
ガ
l
切
削
r
M
H

〉
m
y仰
が
新
し
い
ア
l
ガ
l
に
任
命
さ
れ
た
。

イ
エ
ニ
チ

ェ

四

一
七
二
八
年
、

一
七
=
二
年
、

一
七
三
五
年
の
騒
動

一
七
二
八
年
九
月
一
九
日
(
二
四
一
年
二
月
一
四
日
)
、
新
た
に
総
督
に
任
命
さ
れ
た
パ

l
キ
I
ル
・
パ

シ
ャ

切
停
可
切
回
印「仰

が
カ
イ
ロ
に

到
着
し
た
。
こ
の
時
、

「
カ
イ
ロ
の
住
民
公
E
と
・0
帥

7
5)」
は
、
穂
督
の
た
め
に
紳
に
謝
す
る
祈
願
〈
含
ベ
)
を
行
な
い
、

座
政

(』
2
『)
と

物
債
高
騰

(mz
zd匂
巳
・
曲
目
が
る
に
つ
い
て
彼
に
劃
し
て
不
満
を
訴
え
た
(
目
Z
EE-同
-E)。
組
督
は
手
を
奉
げ
て
こ
れ
に
答
え
、

(
況
〉

不
明
で
あ
る。

人
々
守
倒
的
〉

が
喜
ん
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
後
で
具
瞳
的
な
封
臆
策
が
質
施
さ
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、



バ
1
キ
l
ル
・
パ
シ
ャ
は
そ
の
後
エ
ジ
プ
ト
綿
督
か
ら
ジ
エ

ヅ
ダ
の
総
督
(
唱
さ

F
E
Eる
と
な
り
、

そ
れ
か
ら
再
び
エ

ジ
プ
ト
線
督
に

任
命
さ
れ
た
。

そ
し
て
、

一
七
三
五
年
三
月
九
日
(
一
一
四
七
年
一

O
月
一
四
日
)
、

ス
エ
ズ
経
由
で
カ
イ

ロ
に
到
着
し
た
際
、

彼
は
再
び
民
衆

の
運
動
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
司
た
。
入
山
H
e
丸
白
骨
の
記
述
に
よ
れ
ば
、

(
H
m
R
M

苫
)
」
が
彼
に
射
し
て
銀
貨
の
「
異
常
な
取
引
朕
態
(
p
f
舎
と
B

自
民
削
自
己
同
〉
」
に
閲
す
る
抗
議
行
動
を
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。

(

M

M

)

 

「
臣
民
」
は
綿
督
の
封
麿
策
の
寅
施
を
待
っ
て
い
た
が
、
布
告
は
護
表
さ
れ
ず
、
商
品
取
引
は
さ
ら
に
混
観
し
た
と
い
う
。

組
督
、
が

ナ
ス

ル
門
切
与
と
EZ-白
匂
ま
で
来
た
時
、

「臣
民

そ
の
後
、

一
七
一
二
一
年
一
二
月
一
一
一
日
(
二
四
四
年
六
月
一
一
一
日
可

パ
ス
ラ
綿
督
(
唱
曲

z
z
e
F匂
る
で
あ
っ
た
ム
ハ
ン

マ
ド
・
パ
シ
ャ
玄
ロ
宮
B
B包

切
佼
冨
釦
ゲ
ω己
島
内
同
町
、
が
エ
ジ
プ
ト
の
新
組
督
と
し
て
カ
イ
ロ

に
到
着
し
た
際
に
も
、

し
、
取
引
(
自
民
削
自
己
回
)
と
債
格
高
騰
に

つ
い
て
不
卒
を
訴
え
た
。
嘗
時、

(
お
〉

ジ
ャ
ル
リ
l
(
N
E
V
H
-
C
が
一
六

O
ニ
ス
フ
と
な
り
、

行
進
中
の
穂
督
の
面
前
で

「臣
民

(え
副首
〉」
が
抗
議

一
フ

ン
ド
ヮ
ク
リ

l
pロ門古
ρ
口

が
二
O
O
ニ
ス
フ
、

一ズ

ィ
ン

銀
貨
の
債
値
が
低
落
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
突
然
の
抗
議
行
動
に
怯
え
る
線
督
に
向
か

-123ー

っ
て
、
「
臣
民
」
は
煉
瓦
(
百
『
)
を
投
げ
つ
け
、

ハ
切
m
r円同三一〉、

サ
イ
イ
ド
た
ち
(
包
官
。
、

翌
日
、
撃
者
た
ち
(
J

H

】曲目

3
、
バ
ク
リ
l
家
の
者
た
ち

ナ
キ
l
ブ
・
ア
ル
ア
シ
ュ
ラ
l
フ
(
ロ
2
号

包

sgr
sウ
、
そ
し
て
ベ
イ
た
ち
(咽
自
と
五
〉
と
軍

(a
g
E円
)

そ
れ
は
彼
の
大
腿
部
に
嘗
た
司
た
。

が
総
督
府
に
召
集
さ
れ
た
。

総
督
は
彼
ら
に
劃
し
て
「
お
前
た
ち
は
黙
っ
て
い
る
が
、

だ
。
」
と
尋
ね
た
。
彼
ら
は
「
皆
、
が
我
ら
の
主
人
ワ
ズ
ィ

l
ル
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
し
た
。
」
と
返
答
し
た
。
こ
れ
に
劃
し
て
総
督
は
、

前
た
ち
の
町
の
規
範

E
E口
ろ
を
私
は
知
ら
な
い
か
ら
、
我
々
に
事
情
を
説
明
し
、

撃
者
た
ち
の
開
で
の
規
範
に
つ
い
て
教
え
よ
。
」
と
語
司

た
。
こ
の
た
め
、
彼
ら
は
公
定
銀
貨
で
の
取
引
が
規
範
で
あ
る
が
、

現
献
で
は
マ

カ
l
ス
ィ

1
ス
銀
貨
が
贋
く
流
、
通
し
、
諸
債
格
が
騰
貴
し
て

(

弘

)

い
る
こ
と
を
総
督
に
報
告
し
た
と
い
う。

お
前
た
ち
の
町

守回
一色
a
E
B
)
の
朕
態
は
ど
う
な
の

一寸

お
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III 

運

動

の

性

格

行

動

主

盟

前
章
で
取
り
上
げ
た
諸
事
例
に
於
て
は
、

一
六
七
七
年
の
騒
動
を
除
け
ば
、
運
動
の
主
瞳
が
史
料
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
注
目
す
べ
き

は

一
七
二
二
年
、

一
七
二
四
年
、

一
七
=
二
年
、

一
七
三
三
年
、

一
七
三
五
年
の
事
例
に
見
ら
れ
る
「
臣
民
(
g

J

ヨ
〉
」
で
あ
る
。
こ
の
語

は
「
民
衆
」
と
も
誇
し
得
る
が

(
お
〉

あ
る
。

同
時
に
そ
れ
は

「
牧
人
」

で
あ
る
統
治
者
と
の
封
比
で
被
統
治
者
を
「
家
畜
の
群
れ
」
に
喰
え
た
語
で
も

マ
ム
ル
l
ク
朝
時
代
の
食
糧
騒
動
に
閲
す
る
年
代
記
記
事
の
中
で
は
、

一
七
一
五
年
の
逼
貨
騒
動
の
行
動
主
瞳
と
同
様
に
、

「
民
衆
」

が
「
普
通
の
人
々
」
を
意
味
す
る
が
5
5同
の
語
で
表
現
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
E
J
E
の
用
例
は
見
嘗
た
ら
な
い
。
オ
ス
マ
ン
一
帝
園
へ

の
編
入
以
降
の
エ
ジ
プ
ト
祉
舎
に
於
て
こ
の
語
を
頻
用
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
オ
ス
マ
ン
朝
時
代
の
年
代
記
作
者

-124ー

の
民
衆
に
劃
す
る
硯
黙
に
前
代
と
の
微
妙
な
差
異
を
讃
み
取
る
こ
と
も
ま
た
可
能
で
あ
ろ
う。

一
七
二
二
年
、

一
七
二
五
年、

一
七
二
七
年
、

一
七
二
八
年
の
事
例
の
「
人
々
合
同
国
〉」、

一
七
二
八
年
の
騒
動
の
主
睡
で
あ
る

「
カ
イ
ロ
の

人
々
(白E
白}'O
岳

E
)」、

及
び
一
七
三
三
年
の
騒
動
の

「
都
市
住
民

(曲
三
え
ケ
白
一
色
)」
と
い
う
表
現
は
、

カ
イ
ロ
と
い
う
都
市
に
居
住
す
る

複
数
の
市
民
を
漠
然
と
指
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、

一
七

O
三
年
の
通
貨
騒
動
の
行
動
主
盟
で
あ
る

「ス
l
ク
の
人
々

(白匡曲一・白

Z
E〉
」
は
、
常
設
庖
舗
を
中
心
と
し
た
市
場
で
経
済
活
動
を
営
む
様
々
な
商
人
た
ち
ゃ
職
人
た
ち
を
意
味
す
る
。
ま
た
、

一
七
三
三

年
の
逼
貨
騒
動
の
主
睡
は
「
臣
民
」
で
あ
司
た
が
、
特
に
そ
の
先
頭
に
立
っ
た
の
は
、
絹
織
物
業
者
と
飾
り
紐
業
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

一
七

O
三
年
と
一
七
三
三
年
の
騒
動
に
つ
い
て
は
「
生
産
者
の
運
動
」
と
し
て
の
性
格
が
濃
厚
で
あ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
に

針
し
、
飢
鍾
時
の
騒
動
で
あ
る
一
六
九
五
年
の
事
例
の
行
動
主
瞳
は
、

m
z
f
f
曲
S
E
S
-
-
P』
民

帥
w

釦
己
主

E
r
-
-呂
町

胡

同

g
E
H
F
Z
-
唱
中
ロ

E
・
若
田
ふ
忌
ユ
ロ
〉
」
で
あ
っ
た
。

「
カ
イ
ロ
に
い
る
あ
ら
ゆ
る
乞
食
と
貧
民
の
男
や
女
や
子
供

C
E
H
t
と・

そ
れ
は
、

喜
拾
に
よ
っ

て
生
活
を
立
て
る

「乞



食
」
を
含
む
都
市
困
窮
者
層
の
成
人
と
未
成
年
者
の
男
女
を
意
味
す
る
。
都
市
社
舎
内
の
経
済
的
下
層
に
限
定
さ
れ
て
い
た
黙
に
於
て
、
こ
の

(

お

)

場
合
の
行
動
主
瞳
は
そ
の
他
の
事
例
に
お
け
る
行
動
主
瞳
と
若
干
性
格
を
異
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

行

動

形

態

前
章
で
取
り
上
げ
た
食
糧
騒
動
と
通
貨
騒
動
に
つ
い
て
、
特
に
民
衆
の
行
動
形
態
に
着
目
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
と
り
あ
え
ず
次
の
①
J
③
に

分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
パ
ン
製
造
所
、

ス
l
ク
な
ど
の
小
買
り
業
者
へ
の
襲
撃
、
そ
こ
か
ら
の
食
糧
の
掠
奪
、
②
穀

物
取
引
所
、
倉
庫
な
ど
卸
し
段
階
で
の
食
糧
の
掠
奪
、
襲
撃
、

③
城
塞
に
あ
る
総
督
府
、

ム
ス
タ
フ
ァ
イ
ザ
ー

ン
門
、
或
い
は
糟
督
、

ベ
イ、

ア
ズ
ハ
ル
の
事
者
に
糾
問
す
る
不
満
表
明

・
抗
議

・
要
求
・

攻
撃
で
あ
る
。

①
は
、
生
活
を
支
え
る
基
本
的
食
糧
の
不
足
を
掠
奪
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
補
充
し
よ
う
と
す
る
行
動
類
型
で
あ
り
、
食
糧
の
不
足
が
願
著

で
あ
っ
た
一
六
九
五
年
の
騒
動
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
ま
た
、

一
七
二
四
年
に
は
一
連
の
運
動
の
初
期
の
段
階
に
於
て
ス
I
ク
か
ら
の
掠
奪

が
賓
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
封
象
品
目
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
①
の
行
動
類
型
に

つ
い
て
は
、

(
幻
〉

少
な
く
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

マ
ム
ル

l
グ
朝
統
治
下
に
於
て
も
同
様
の
事
例
が

-125ー

衣
に
②
に
つ
い
て
言
え
ば

一
六
七
七
年
の
食
糧
騒
動
で
は
、
そ
れ
が
都
市
カ
イ
ロ
、
延
て
は

エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
穀
物
流
通
の
一
大
セ
ン

(

m
ぬ
〉

タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
城
塞
下
の
ル
マ
イ
ラ
庚
場
で
展
開
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
事
例
で
は
、
ル
ク
ア
と
呼
ば
れ
る
穀
物
取
引

所
へ
の
襲
撃
や
掠
奪
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
商
業
施
設
の
破
壊
や
放
火
と
い
う
行
動
形
態
も
観
察
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
例
は
マ
ム
ル

i
ク
朝
時
代
に

つ
い
て
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ら
は
オ
ス
マ
ン
朝
時
代
の
運
動
の
激
烈
さ
を
強
く
印
象
付
け
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

一
七
二
二
年
の
騒
動
の
際
に
も
「
都
市
の
す
べ
て
の
穀
物
取
引
所
」
で
掠
奪
が
行
な
わ
れ
た
が
、
一
六
九
五
年
の
食
糧
騒
動
で
は
ル

マ
イ
ラ

(

m
却

)

康
場
に
在
っ
た
穀
物
倉
庫
群
や
小
褒
専
門
の
卸
責
商
業
施
設
が
襲
撃
封
象
と
さ
れ
、
小
褒

・
大
褒

・
ソ
ラ
マ
メ
が
奪
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
そ
こ

で
の
乞
食
と
貧
民
に
よ
る
運
動
の
展
開
過
程
に
於
て
、
投
石
や
掠
奪
と
い

っ
た
行
動
が
選
揮

・
貫
行
さ
れ
る
前
に
オ

ス
マ
ン
朝
エ
ジ
プ
ト
総
督

327 
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に
射
す
る
陳
情
が
集
園
で
行
な
わ
れ
て
い
た
貼
に
も
注
意
を
排
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

首
-一初
、
困
窮
者
た
ち
は
総
督
に
救
貧
策

(或
い
は
物
債
街

策
)
の
寅
施
を
求
め
、

い
わ
ば
「
封
話
に
よ
る
問
題
の
解
決
」
を
目
指
し
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
窮
肢
の
訴
え
を
無
視

し
、
投
石
に
劃
し
て
殴
打
で
答
え
る
公
権
力
の
割
腹
方
法
こ
そ
が
、
城
塞
下
の
穀
物
流
通
セ
ン
タ

ー
に
お
け
る
破
痩

・
放
火
・

掠
奪
と
い
う
そ

の
直
後
の
行
動
の
誘
因
を
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ス
ル
タ
!
ン
・

ム
(ω
)
 

ア
イ
ヤ
ド
・
シ
ャ
イ
フ
の
統
治
期
に
お
け
る
「
物
債
暴
騰

Q
Z
Z・
ど

E
)」
の
際
の

一
四

一
六
年
に
一
例
確
認
さ
れ
て
い
る
の
み

で
あ
る
。

以
上
の
②
の
類
型
は

マ
ム
ル

l
ク
朝
時
代
に
於
て
は
極
め
て
稀
な
行
動
形
態
で
あ
り
、
年
代
記
史
料
で
は
こ
れ
ま
で
、

①
や
②
は
言
う
ま
で
も
な
く
食
糧
騒
動
の
場
合
の
行
動
類
型
で
あ
る
が
、
③
の
行
動
類
型
は
食
糧
騒
動
と
通
貨
騒
動
の
盤
方
に
於
て
観
察
さ

れ
る
。
そ
し
て
、

③
は
公
権
力
に
劉
し
物
債
高
騰
や
通
貨
危
機

へ
の
不
満
を
訴
え
、
改
善
策
の
貫
施
を
求
め
る
行
動
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
我
々

正
常
な
食
糧
の
取
引
朕
態
、

は
そ
こ
に
高
い
「
意
識
性
」
を
讃
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
が
、

公
正
な
食
糧
債
格
、

適
正
な
逼
貨
換
算
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卒
、
通
貨
の
高
品
位
な
ど
を
維
持
す
る
責
任
の
所
在
は
公
権
力
に
あ
る
、

と
い
う
意
識
に
基
づ
く
行
動
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
③

と
し
て
一
括
さ
れ
た
行
動
形
態
は
、

そ
の
攻
撃
や
不
満
表
明
が
向
け
ら
れ
た
人
的
劉
象
に
於
て
さ
ら
に
大
き
く
衣
の
四
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
③
オ
ス
マ
ン
靭
エ
ジ
プ
ト
総
督
、
⑥
ベ
イ
、
@
イ
ェ
ニ
チ

ェ
リ
軍
圏
、
⑨
ア
ズ

ハ
ル
の
撃
者
で
あ
る
。
以
下
、

そ
の

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て

い
き
た
い
。

③
に
一
該
嘗
す
る
の
は
、

一
六
九
五
年
、

一
七
一
五
年
、

一
七
二

二
年
、

一
七
二
八
年
、

一
七
=
二
年
、

一
七
三
五
年
の
騒
動
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
場
合
の
要
求
行
動
は

一
七
二
二
年
に
つ
い
て
は
総
督
府
で
貫
行
さ
れ
、

の
着
任
時
の
行
進
の
際
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
行
動
形
態
の
黙
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、

一
六
九
五
年
、

一
七
一
五
年
、

そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
新
穂
督

一
七
コ
二
年
の
騒
動
で
煉
瓦
が
投
じ
ら
れ
た
こ
と

そ
し
て

一
七
二
八
年
の
騒
動
で
ド
ク
ア
l

(紳
へ
の
直
接
的
語
り
か
け
〉
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

前
者
に

つ
い
て
い
え
ば
、

そ
れ
は
投
石

行
動
の
延
長
線
上
に
位
置
付
け
ら
れ
よ
う。

一
六
九
五
年
の
騒
動
で
も
総
督
府
に
於
て
礁
が
打
た
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
債
格
に
つ
い
て
の
不
満

や
生
活
に
お
け
る
償
り
の
単
純
な
表
出
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
中
東
地
域
の
「
古
き
俸
統
」
に
根
ざ
し
た
象
徴
的
な
制
裁
と
い



(

川

叫

)

う
意
味
が
そ
こ
に
込
め
ら
れ
て
い
た
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

唯
一
紳
を
媒
介
と
し
た
表
現
形
式
と
も
い
う
べ
き
後
者
は
、

民
衆
の
支
持
・
要

一
七
二
四
年
の
よ
う
な
食
糧
騒
動
に
於
て
の
み
な
ら
ず、

(
必
)

求
・
抗
議
が
表
明
さ
れ
る
場
合
に
マ
ム
ル
l
ク
朝
・
オ
ス
マ
ン
朝
雨
時
代
を
貫
い
て
贋
く
観
察
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
オ
ス
マ
ン
朝
時
代
の
例

を
奉
げ
れ
ば
、
ウ
マ
ル
・
パ
シ
ャ

d
g
R
切
倒
的
冨
の
統
治
期
三
六
六
四
l
一
占
ハ
ム
ハ
七
年
〉
に
ギ
ル
ガ
豚
知
事
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ベ
イ
宮
口
官
5
・

g
包
∞

aF配
下
の
集
固
に
よ
る
掠
奪
が
カ
イ
ロ
で
頻
渡
し
た
際
、
抗
議
行
動
と
し
て
、
「
人
々
(喜
色
己
は
ド
ゥ
ア
ー
を
も
っ
て
ア
ッ
ラ
l

(

必

)

に
祈
っ
た

o
r
g
Z
E〉
」
と
い
う
。
ま
た
、
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
・
パ

シ
ャ

F
Eロ
仏
印
円
切
削
明

E
T
H
r
g
の
統
治
期

(
一
五
六
八
l
一
五
七
一
年
〉
に

法
撃
者
た
ち
(
同
E
A
岳
町
〉
の
一
圏
、
が
自
ら
の
経
済
的
基
盤
を
脅
か
す
穂
督
へ
の
紳
罰
を
求
め
る
ド
ゥ
ア
ー
を
行
な

っ
た
例
が
一
示
す
と
お
り
、

(

必

〉

れ
は
知
識
人
と
民
衆
の
別
な
く
寅
行
さ
れ
る
抗
議
形
式
で
あ

っ
た
。

そ

@
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
た
の
は
一
七
二
二
年
の
騒
動
の
殴
打
・
投
石
、
及
び
一
七
二
四
年
の
戦
闘
の
み
で
あ
り
、
③

に
比
し
て
そ
の
事
例
数
の
少
な
い
黙
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
に
於
て
、
エ
ジ
プ
ト
政
治
の
貫
質
的
主
導
権
が
総
督
よ
り
も
む
し

(

必

)

ろ
ベ
イ
た
ち
の
手
中
に
あ

っ
た
貼
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
れ
は
少
々
奇
異
な
事
と
も
言
え
よ
う
。
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そ
の
理
由
に
つ
い
て
ま
だ
結
論
を
下
す
べ
き
段
階
で
は
な
い
が
、
以
下
の
恒
設
を
と
り
あ
え
ず
提
起
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
嘗
時
の

民
衆
は
、
総
督
と
ベ
イ
た
ち
の
隻
方
が
一

睡
と
な
っ
て

エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
朝
政
権
を
構
成
し
て
い
る
と
捉
え
て
お
り
、

そ
の
組
織

の
頂
黙
に
あ
る
糟
督
に
封
策
の
貫
行
を
求
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
を
マ
ム
ル

l
ク
朝
時
代
と
の
類
推
に
於
て
言
え
ば
、

マ
ム
ル

l
ク
朝
の
百
人
長
の
ア
ミ

l
ル
(
曲
目
同
包
ど
に
謝
す
る
抗
議
行
動
が
少
な
か
っ
た
よ
う
に
、
ベ
イ
た
ち
へ
の
抗
議
行
動
が
少
な
か
司

百
人
長
の
ア
ミ
l
ル
た
ち
と
似
通

司
た
性
格
を
持
ち
、

つ
ま
り
、

同
様
の
層
に
位
置
付
け
ら
れ
る
ベ
イ
た
ち
に
で
は
な

た
と
考
え
ら
れ
る
。

(

必

〉
く
、
マ
ム

ル
l
ク
朝
ス
ル
タ

1
ン
と
同
じ
く

エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
支
配
組
織
の
頂
黙
に
あ
る
総
督
に
射
し
、
直
接
的
に
抗
議

・
要
求
す
る
こ
と

〈
円
引
〉

で
問
題
の
解
決
を
園
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
民
衆
の
政
治
意
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
憶
説
は
、
嘗
一
該
時
期
に
つ
い
て
ベ
イ
勢
力
の
自
立
性
・
濁
立
性
を
過
度
に
強
調
し
、
オ
ス
マ
ン
朝
総
督
の
政
治
的
役
割
を
過
小
に
許

329 
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慣
す
る
こ
れ
ま
で
の
見
解
に
射
す
る
反
駁
に
接
績
す
る
可
能
性
を
持
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
位
設
の
傍
謹
の
一
つ
は
、
ベ
イ
た
ち
に
封
す

イ
ス
マ

l
イ
l
ル
・
ベ
イ
と
ム
ハ
ン
マ
ド

・
ベ
イ

・
チ
ェ
ル
ケ

ス
と
い
う
現
在
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い

る
最
初
期
の
二
人
の

シ
ヤ

(
必
)

イ
フ
・
ア
ル
バ
ラ
ド
(
印

Z
u、
rrm--g
z
e
た
ち
の
時
代
に
な
っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
ア
た
と
い
う
貼
で
あ
ろ
う。

る
攻
懲
が
、

つ
ま
り
、

ベ
イ
権
力
の

ベ
イ
に
劃
す
る
民
衆
の
直

接
攻
撃
の
瑳
生
す
る
背
景
を
生
み
出
し
た
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以
上
推
論
を
重
ね
る
こ
と
は
止
め
、
こ
こ
で
は
次
の
鈷

さ
ら
な
る
強
大
化
に
伴
う
統
治
機
構
の
再
編
と
個
人
の
ベ
イ
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
明
白
な
登
場
こ
そ
が
、

の
み
確
認
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
の
民
衆
意
識
に
於
て
は
物
債
高
騰
や
通
貨
の
混
観
に
つ
い
て
の
責
任
は
、

ベ
イ
た
ち
よ
り

む
し
ろ
綿
督
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
の
方
が
多
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る。

@
の
事
例
は
一
七
二
五
年
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
に
イ
ェ
ニ

チ
ェ
リ
軍
国
の
影
響
力
が
都
市
経
済
の
さ
ら
に
深
部
へ

と
浸
透
し
、

ス
ィ
プ
に
代
わ
っ
て
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
軍
園
長
で
あ
る
ア

l
ガ
ー
が
市
場
行
政
や
都
市
経
済
の
統
制
に
於
て
中
心
的
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な

(
州
四
〉

り
、
民
衆
へ
の
布
告
の
公
表
者
で
あ
司
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

こ
れ
は
や
田
然
致
想
さ
れ
る
行
動
形
態
で
あ
る
。

今

タ

マ
ム
ル

l
ク
朝
時
代
の
食
糧
騒

(

印

)

動
で
頻
繁
に
見
ら
れ
た

今

タ

ス
ィ
プ
に
劃
す
る
抗
議
や
攻
撃
と
照
躍
す
る
性
質
を
持
つ
行
動
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
む
し
ろ
こ
こ
で
着
意

そ
の
場
合
に
〆
手
ま
た
は
〆
年
冨
]
と
呼
ば
れ
る
請
願
書
が
作
成
さ
れ
、
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す
べ
き
は
、

提
出
さ
れ
た
貼
で
あ
る
。

マ
ム
ル

l
ク
朝
時
代
に
於

て
類
例
の
な
い
こ
の
抗
議
の
形
式
は
、

オ
ス
マ
ン
朝
時
代
の
民
衆
運
動
を
明
瞭
に
特
徴
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

そ
し
て
、

こ
う
し

た
オ
ス
マ
ン
朝
に
よ
る
「
請
願
書
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
が
、
手
貼
の
明
確
化
に
寄
興
す
る
一
面
を
持

っ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ

ぅ
。
し
か
し
、
他
方
で
我
々
は
、
前
近
代
の
中
東
に
於
て
そ
の
徹
底
化
の
艶
で
異
彩
を
放
つ
オ
ス

マ
ン
朝
園
家
の
「
文
書
主
義
的
性
格
」
と
オ

ス
マ
ン
朝
時
代
以
前
か
ら
績
く
カ
イ
ロ
に
お
け
る

「
直
接
封
話
の
俸
統
」
と
の
聞
の
異
質
性
に
も
思
い
至
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
正
確
な

統
計
資
料
は
望
む
べ
く
も
な
い
が
、
明
ら
か
に
識
字
率
の
低
か

っ
た
蛍
時
の
民
衆
の
言
語
世
界
に
於
て
、

こ
う
し
た
形
式
の
確
立
が
知
識
人
層

(

日

〉

を
中
心
と
し
た
「
文
字
を
持
つ
人
」
の
「
媒
介
者
」
と
し
て
の
政
治
的
役
割
の
増
大
に
貢
献
し
た
可
能
性
は
高
い
。
そ
し
て
、

や
は
り
マ
ム

ル

ー
ク
朝
時
代
の
騒
動
に
類
例
の
見
出
さ
れ
な

い

@
の
事
例
が
登
場
し
た

一
因
を
こ
の
「
請
願
書
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
に
見
る
こ
と
も
可
能
で
は



な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

@
に
つ
い
て
は
、

一
七

O
三
年
、

一
七
三
三
年
に
そ
の
典
型
的
な
事
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
抗
議
主
瞳
で
あ
る

ス
l
ク
の
一商
人
や
職

人
は
、
組
督
府
に
劃
し
て
要
求
を
直
接
的
に
表
明
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
ア
ズ
ハ
ル
の
事
者
た
ち
や
そ
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
シ
ャ
イ

フ
に
不

満
を
訴
え
、
彼
ら
の
仲
介
行
動
を
促
そ
う
と
し
た
。
政
治
権
力
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
知
識
人
層
を
運
動
に
巻
き
込
む
こ
と
に
よ

っ
て
要
求
質

現
の
可
能
性
を
高
め
よ
う
と
す
る
こ
う
し
た
運
動
の
方
法
は
、

一
見
す
る
限
り
で
は
蛍
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
で
あ
ろ
う。

し
か
し
な

が
ら
、

マ
ム

ル
!
ク
朝
時
代
の
騒
動
に
は
類
例
が
見
出
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
貼
が
こ

こ
で
強
く
想
起
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る。

カ
イ
ロ
祉
舎
に
お
け
る
ア
ズ
ハ
ル
と
い
う
宗
教
・
教
育
機
関
の
政
治
的
重
要
性
が
フ

ァ
l
テ
ィ
マ
朝
、

ア
イ
ユ
l
プ
朝、

オ
ス
マ
ン
朝
の
各
時
代
に
於
て
縫
績
す
る
側
面
を
持
つ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

民
衆
の
抗
議
や
要
求
の

「媒
瞳
」
と
し
て
そ
れ
が
瞭
然
と

機
能
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

一
七

一
五
年
の
「
投
致
事
件
」
が
明
示
す
る
と
お
り、

ァ

マ
ム
ル

l
ク
朝、

一
八
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

ズ
ハ
ル
の

シ
ャ
イ
フ
が
民
衆
運
動
の
「
指
導
」
の
捲
い
手
と
し
て
で
は
な
く、

ま
さ
に

「媒
介
者
」
と
し
て
騒
動
の
場
に
登
場
さ
せ
ら
れ
、
政
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治
的
機
能
を
果
た
し
た
こ
と
に
も
注
意
を
掛
っ
て
お
き
た
い
。

エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
朝
統
治
の
文
化
的
側
面
、
換
言
す
れ
ば
、

オ
ス
マ
ン
靭
エ
ジ
プ
ト
総
督
府
の
文
化
的
ヘ
ゲ
モ

ニ
ー
構
造
に
つ

上
記
の
事
例
が
強
く
喚
起
す
る
と
お
り
、
統
治
構
造
に
お
け
る
ア
ズ

ハ
ル
の
位
置
付
け

い
て
の
研
究
は
ま
だ
明
ら
か
に
少
な
い
と
言
え
る
が
、

今
後
の
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る。

ハ
ル
襲
撃
も
ま
た
、
文
化
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
構
造
に
お
け
る
ア
ズ

ハ
ル
の
位
置
や
機
能
の
襲
化
に
伴

っ
て
生
じ
た
事
件
で
あ
る
と
解
樺
す
べ
き
で

〈
四
品
)

あ
ろ
う
。
こ
の
時
に
護
砲
が
見
ら
れ
た
黙
に
我
々
は
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
の
だ
が
、

既
に
一
七

O
九
年
と
い
う
時
貼
で

シ
ャ
イ

フ
・
ア
ル

ア
ズ

ハ
ル
選
出
の
際
に
同
モ
ス
ク
構
内
に
於
て
戦
闘
や
護
砲
が
激
し
く
繰
り
贋
げ
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、

そ
れ
を
あ
な
が
ち
特
異
な
事
件
と

(
臼
)

も
言
え
な
い
面
が
あ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

前
稿
に
於
て
指
摘
し
た
よ
う
に、

一
七
二
四
年
の
民
衆
に
よ
る
ア
ズ

を
め
ぐ
る
問
題
は
、

一
人
世
紀
の
ア
ズ
ハ
ル
は
、
既
に
統
治
構
造
に
お
け
る
最
も
強
い
緊
張
を
苧
ん
だ
結
節
貼
の
ひ
と
つ
と
な
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り
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。



332 

IV 

お

わ

り

都
市
民
衆
の
行
動
形
態
の
み
に
限
定
し
て
展
開
さ
れ
た
以
上
の
試
論
的
考
察
か
ら
で
も
、
こ
の
時
期
の
民
衆
運
動
の
持
つ
特
質
が
幾
っ
か
明

ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
問
題
貼
を
最
後
に
も
う

一
度
確
認
す
る
な
ら
ば
、

ま
ず
第
一
に
は
、
オ

ス
マ
ン
朝
政
権
に
よ
る
「
請
願
書
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
に
伴
う
民
衆
運
動
の
表
現
方
法
上
の
饗
化
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
民
衆
と
公
擢
力

の
聞
に
位
置
す
る

「
媒
瞳
」
と
し
て
の
ア
ズ
ハ
ル

・
モ
ス

ク
並
び
に
そ
こ
で
活
動
す
る
事
者
た
ち
の
政
治
的
役
割
の
増
大
と
い
う
新
し
い
現
象

で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
者
の
問
題
に
閲
す
る
考
察
を
深
め
て
い
く
た
め
に
は
請
願
書
の
内
容
分
析
が
、

後
者
の
問
題
に
つ
い
て
さ
ら
に
論
を
進

め
る
た
め
に
は
首
該
時
期
の
ア
ズ
ハ
ル
に
関
す
る
寅
態
把
握
の
徹
底
化
が
そ
れ
ぞ
れ
次
の
作
業
と
し
て
必
要
で
あ
ろ
う。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
期
に
入
っ
て
新
た
に
登
場
し
た
「
文
書
」
や

「
媒
睦
」
を
介
し
た
斯
か
る
抗
議
や
要
求
の
あ
り
方
を
の
み
重
要
覗

あ
る
。

す
べ
き
で
は
な
い
と
も
思
わ
れ
る
。
統
治
者
と
の
「
直
接
劉
話
」
を
目
指
す
民
衆
の
抗
議

・
要
求
行
動
も
ま
た
縫
積
的
に
確
認
さ
れ
た
か
ら
で

-130ー

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
時
期
が
カ
イ
ロ

の
民
衆
運
動
史
上
に
於
て
ひ
と
つ
の
大
き
な
轄
換
期
な
い
し
は
過
渡
期
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
る
、
と
い
う
見
通
し
が
聞
け
て
き
た
と
言
い
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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民
割
り
嘗
て
政
策
の
寅
施
例
は
マ
ム

ル
l
p
朝
時
代
の
一
三
七
五
年
に

も
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
時
も
や
は
り
飢
鐙
針
策
で
あ
っ
た
。
詳
し
く
は

拙
稿
「
一
四
世
紀
末
|
一
五
世
紀
初
頭
カ
イ
ロ
の
食
糧
暴
動
」

『
史
拳

雑
誌
』
第
九
七
編
一

O
鋭
、
二
六
|
二
七
頁
を
参
照
。

〈
日
)
こ
の
時
期
、
ニ
ス
フ
銀
貨
の
品
位
低
下
が
績
い
て
い
た
。
そ
し
て
、

端
が
創
ら
れ
、
簿
く
な
っ
た
ニ

ス
フ
銀
貨
は

マ
カ
I
ス
ィ
l
ス
と
呼
ば

れ
、
そ
の
流
通
の
抜
大
が
通
貨
危
機
の
中
心
的
問
題
で
あ
っ
た
。
詳
し

く
は
、
問
a
g
o
E
-
k
曲
、
に
お
と
ミ
円
。
ョ
昔
、
、
官
誌
な
-
宅
-a
lg
-

品。
1
怠
を
参
照
。

(
団
)
叫
4
R
~
v
¥
b
-
同
o
-
-
H
N
A
E
-

(口
)
h
g
九
R
H
T
-
M》
-
N
O
∞
・
な
お
、
k
曲
目
、
n
H
T
は
、
こ
の
騒
動
を
翌
日
の
こ

と
と
し
て
い
る
。

(
日
〉
吋
官
~
H
H，p
向
。
-
-
H
N
S
-
E
-
r
と
呼
ば
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
銀
貨
と
H
F
u
b
-

と
呼
ば
れ
た
ス
ペ
イ
ン
銀
貨
に
関
し
て
は
、
H
N
a
g
o
E
U
入
占
ミ
な
ぬ
ま

丘
町
。
若
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8
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ュ
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は
、
蛍
時
シ

ャ

イ
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ア
ル
ア
ズ
ハ
ル
職
(
B
g
r
3
r
r
民
巳
・
〉
N
E
C
に
あ
っ
た
。

シ
ャ
ー
プ
ィ
イ
l
源
に
胃腸
す
る
彼
が
就
任
す
る
ま
で
、
同
職
は
マ
l
リ

ク
仮
の
皐
者
た
ち
に
よ
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て
占
め
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て
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た

N
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URBAN POPULAR MOVEMENTS RESULTING FROM

　

ECONOMIC DISLOCATION IN OTTOMAN CAIRO

Hasebe Fumihiko

　　

In this paper, l examine the nature of the popular protests caused by

high priced and fiscal upheaval in Ottoman Cairo from the late seventeenth

to the 丘rst half of the eighteenth century.　To do this l draw on the

Arabic chronicles, such as Mallawani's Ｔｕｈｆａｔ　al-Ａｈｂａｂ　ａｓ　ａ　ｓourcebase

to focus on the nature and activities of urban popular movements｡

　　

In

　

addition to　analyzing these seventeenth　and eighteenth-century

popular movements, I compare these with similar movements in Cairo

during the Mamluk period. From this comparison. two important matters

are clarified.　The first concerns the importance of Azhar's role as an

intermediary between the Ottoman government and urban populations.

The second concerns the emergence of petitions to the government as ａ

new means of popular protest. Both of these developments affected the

political climate of Cairo, and in them was revealed the desire of the people

to directly ｅχpress their discontent to the ruling regime. Although much

of the nature and activities of popular protest movements in the Ottoman

period were similar to those　of the Mamluk period, the Ottoman-period

protests were more diversified and placed greater emphasis on the identifi-

cation of ａ speci丘ｃ member of the ruling regime as a target of protest.
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